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１．研究計画の概要 

本研究では，森林に対するエアロゾルの乾
性沈着量の推定法による評価を基本として，
実用的な評価方法を開発することを目的と
している．森林では，キャノピーの多重構造
や，森林環境における気象要素が林内への乾
性沈着に大きな影響を及ぼすと考えられる．
本研究では濃度勾配法，林内雨林外雨法，葉
洗浄法，オープンパス FTIR 分光法を用いて，
乾性沈着の動態を把握し，定量化することを
目的としている． 

 

２．研究の進捗状況 

平成 22 年度では，林内における SO42-の
沈着量と気象要素の関係を解析により，実葉
沈着量フラックスは，各高度における相対湿
度と正の相関を示し，代理表面への沈着量フ
ラックスは大気中の二酸化硫黄ガス濃度と
正の相関があることが示された．表面状態の
濡れ程度および二酸化硫黄ガス濃度が葉表
面の硫黄酸化物の沈着に大きく影響してい
ると予想された． 

また、森林樹冠による大気汚染物質のフィ
ルター効果を検証したところ，ガス状の
HNO2 と SO2 では高い効果が認められたが，
粒子状物質の NO3-(p)と SO42-(p)では効果が
低く，これらの物質の再飛散があることを示
唆された． 

ブラックカーボン濃度は，樹冠高度が 20 

mおよび森林の上空 30 mおよび 25mにおい
て，夕方(20時頃)に高くなる日変化を示した．
濃度勾配法により，測定期間内の平均フラッ
クス:0.18 μg m-2 s-2，沈着速度: 20 cm s-1で
あった． 

オープンパス FTIR 分光法により，地表か
ら高度 40 mまでの大気中の N2O はほぼ均一

に分布していることが示された．一方，CO2

や H2O は，CO2や H2O は地表から 10m の
高さまで濃度勾配が見られ、付近での濃度が
相対的に高くなっていることがわかった．今
後はガス成分間，あるいはガスとエアロゾル
の濃度分布の相関の観測等に応用を試みる
計画である． 

 

３．現在までの達成度  

 ②おおむね順調に進展している。 

本研究課題の目的は，「森林生態系における
エアロゾルの沈着量と動態の評価手法の開
発」である．現段階では，個別の手法におい
て，それぞれの特徴が解析されエアロゾル沈
着量の動態把握が進められた．「評価手法」
の開発にはまだ至っておらず，各手法を関連
付け，「東アジアにおけるエアロゾルの植
物・人間系へのインパクト」の他の課題とど
う有機的なつながりを出すのかが課題であ
る． 

 

４．今後の研究の推進方策 
 次年度では，以下の課題について検討を進
めていく予定である。 
・エアロゾルの乾性沈着モデルをどう作成し
ていくか，モデルのコンセプトの確認と必要
な実験・観測の戦略 
・オープンパスを使って関連する成果をだす
にはどうすればよいか，高さ方向の測定の成
功をどう発展させるのか 
 葉表面の沈着を支配すると思われる気象因
子を決定するにはどうすればよいか，データ
を解析することはもちろん、作業仮説を検討
し experimental observation としての摂動
を加えて観測するなど、どんな方法があるか 
 ブラックカーボンの乾性沈着の評価方法を

機関番号：12605 

研究種目：新学術領域研究 

研究期間：2008 ～ 2012 

課題番号：20120011 

研究課題名（和文） 森林生態系におけるエアロゾルの沈着量と動態の評価手法 

                     

研究課題名（英文） Development of the methods for the evaluation of deposition amount 

and dynamics of aerosol in forest ecosystem 

研究代表者 

原 宏（HARA HIROSHI） 

東京農工大学・農学部・教授 

研究者番号：60106226 

 

 



作成するには何が不足しているか，超音波風
速計から算出されるＶｄの意義、前提を理解
し、どんな観測をすれば方法の作成につなが
るか． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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